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研究報࣬
急性期看護実ਠにおける集中治療室ࡉ学実ਠの看護学生の学び 
―ޗ֗࿒ດ分類学による学ਠ成果の評価（లˍ報）
大塚౶子Ȃཪ野ذ子Ȃ城丸瑞恵Ȃಏ田み̨わȂ澄川真珠子
ढ़ི医ش大学保健医療学部看護学ش
　本研究の目的は、ٸੑظ看護実習における*CUݟ学実習を௨してৼり返ͬた実習レポートから、教ҭ目
ඪ分類学による学習成果のධՁのࢹ఺で学生の学びを明らかにすることである。対象はＡ大学看護学生の
うͪ*CUݟ学実習を行い同ҙの得られた学生の実習レポート21部である。実習レポートに記載された学び
を認஌領域、ਫ਼ਆӡ動領域、情ҙ領域に分類し、࣭的ؼೲ的に分ੳを行ͬた。認஌領域からは、ᶃ医療者
ؒの࿈ܞ、ᶄ看護師に必要なೳྗ・໾ׂ、ᶅױ者・Ո଒΁の看護援助、ᶆ倫理的問題に関する4つの理ղが、
情ҙ領域からは、ᶃױ者・Ո଒のಛ௃、ᶄ看護師のࡏり方、ᶅප౩؀ڥなどの7つの気づきが学びとして
ந出された。ਫ਼ਆӡ動領域からは学びはந出されなかͬた。*CUݟ学実習は、どの学生にもٸੑظ看護に
おける*CU看護のಛ௃・ҙٛに関する学びが認められた。
キーワード：ٸੑظ看護実習、集中治療ࣨݟ学実習、学習内༰、看護学生、教ҭ目ඪ分類学
Nursing Students’ Learning from Study Visits to ICU as Part of Practical Training 
for Acute Phase Nursing: Evaluation of Learning Performance Based on the 
Taxonomy of Educational Objectives (Part 1)
Tomoko OTSUKA, Natsuko MAKINO, Mizue SHIROMARU, Migiwa NAKADA, Masuko SUMIKAWA
Department of Nursing, School of Health Sciences, Sapporo Medical University
This study aims to clarify the learned content of nursing students from the viewpoint of assessed results of 
learning content based on taxonomy of educational objectives, and using a practical training report in which 
the nursing students reflected on ICU visits during acute care nursing practice. The subjects were assessed 
using 21 practical training reports obtained from the nursing students at University A, who visited the ICU 
as a part of practical training; all participants provided consent to participate in this study. The content of 
the practical training reports was classified as belonging to the cognitive, psychomotor, or affective domains. 
These data were analyzed qualitatively and inductively. From the cognitive domain, four comprehension items 
regarding the following were extracted: (1) cooperation among medical service providers, (2) abilities and 
roles necessary for nurses, (3) nursing support to patients and their family, and (4) ethical problems. From 
the affective domain, seven items to be aware of regarding the following were extracted: (1) characteristics 
of patients and their family, (2) the ideal attitude of nurses, (3) departmental environment, etc. From the 
psychomotor domain, no learned content was extracted. Following the completion of practical training through 
ICU visits, learned content regarding the characteristics and significance of acute care nursing at ICU was 
found in all the students.
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Ⅰȅは ̲ め に
　ۙ年、医療のߴ度Խ、入院ױ者のߴྸԽ、ࡏ院日数の୹
ॖ等に൐い、保健、医療、福ࢱのあらゆる場໘において看
護師の໾ׂは֦大し、ߴ度なೳྗがٻめられ、看護ܥ大学
には࣭のߴい看護師等をഐ出することがظ଴されている。
このようなࣾ会的χーζから「大学における看護ܥ人ࡐཆ
成のࡏり方に関する検౼会の最終報告」１）の中でも学士課
程における看護実践ೳྗの向上について報告されている。
これらの看護実践ೳྗは基ૅ科目、専門基ૅ科目、専門科
目でのߨٛやԋ習による学習の成果を౿まえて、臨地実習
の中で౷合しഓわれていく。
　成人看護実習は、健߁ো֐を࣋つ成人ظの対象を受け࣋
ͪ、健߁レϕルにԠ͡たજࡏ的・ݦࡏ的な問題をղ決する
ために看護ա程のల開を行い、看護実践を௨して看護の機
ೳ、໾ׂを学Ϳことが目的であり、෯広い஌識や看護実践
を学Ϳ機会となる。成人看護実習はຫੑظとٸੑظの臨地
実習に大別され、ٸੑظ看護を学Ϳࡍには、प手術ظの対
象を受け࣋ͪ、健߁レϕルにԠ͡た看護ա程のల開と看護
実践を௨して学習するઃ定がయ型的である。また、医療の
ߴ度Խに൐い、ߴ次医療におけるٸੑظ看護を学Ϳ機会と
して、集中治療ࣨ（以下、*ntensiveCareUnitʀ*CU）や
ߴ度ٹ໋ٹٸセンターのݟ学実習をಋ入している看護ܥ教
ҭ機関が૿えている。
　このようなഎܠもあり、本学におけるٸੑظ看護実習
は、प手術ظ看護実習ͩけでなく、集中治療看護やٹٸ看
護を学Ϳ目的で、*CUやߴ度ٹ໋ٹٸセンターでのݟ学実
習をಋ入している。しかし、*CUやߴ度ٹ໋ٹٸセンター
などのߴ次医療の場は、༷々な医療機ثがઃஔされ医療が
༏位となる؀ڥであることから、学生にとͬては看護のಠ
自ੑを気づくことにࠔ೉を๊くՄೳੑがߴい２）。そのため、
看護実践ೳྗの向上を目指したߴ次医療を学Ϳ機会として
*CUやߴ度ٹ໋ٹٸセンターݟ学実習をઃ定する上では、
学生のレディωスにԠ͡た実習目的や目ඪのઃ定が必要ෆ
Մܽとなる。学習の目的・ධՁをઃ定する上では、教ҭ目
ඪ分類学の活用が有ޮである３）。教ҭ目ඪ分類学は、教ҭ
においてୡ成される΂き目ඪの全体を認஌領域、ਫ਼ਆӡ動
領域、情ҙ領域の3つに分け、学生が࣭のߴいέアを提ڙ
することを学Ϳ方法をܗ成する学習活動に࿮組みを提ڙす
る４）。先行研究では、*CUやߴ度ٹ໋ٹٸセンターの各実
習における学生の学びの報告５）６）はあるが、教ҭ目ඪ分類
学による学習成果をධՁした報告はない。
　そこで、本研究では、看護実践ೳྗ向上を目指したٸੑ
ظ看護実習における*CUやߴ度ٹ໋ٹٸセンターݟ学実習
のࡏり方を検౼する第一歩として、教ҭ目ඪ分類学による
学習成果のධՁのࢹ఺で認஌領域、ਫ਼ਆӡ動領域、情ҙ領
域の3領域の*CUݟ学実習での学生の学びを明らかにする。
Ⅱȅ研 究 ࿒ 的
　*CUݟ学実習を௨してৼり返ͬた学生のレポートから、
教ҭ目ඪ分類学による学習成果のධՁのࢹ఺で認஌領域、
ਫ਼ਆӡ動領域、情ҙ領域の学びを明らかにする。
Ⅲȅ用ࢊの定݅
෇౶ႀ֖͈学͍：஌的活動に関わる領域であり、レポート
の中で「～と理ղした」と同等に表現されているものとす
る。理ղとは、実習において得られた஌識のҙຯをղऍ
し、ط஌との関࿈や現象との関࿈ੑを説明していることと
する。
ୈ૰׋൲ႀ֖͈学͍：技術をల開するときに必要なೳྗや
技ೳとし、レポートの中で「～を実施した」と同等に表現
されているものとする。なお、実施とは、؍察や஌識を૝
ىしながら、臨床指ಋ者等のݟकりのもと一人で看護行ҝ
を行うこととする。
ૂփႀ֖͈学͍：実習場໘において看護に関する༷々なՁ
஋、ଶ度、৴೦に対してײ͡とることや問題に対する反Ԡ
とし、レポートの中で「～に気づいた」と同等に表現され
ているものとする。なお、ঢ়گに対する気づきの内༰を反
өした援助の必要ੑを表現しているものも含む。
Ⅳȅ研 究 ༷ 法
ˍȅ研究デΎイン
　࣭的記述的研究デβイン
ˎȅデータ収集期間
　ฏ成28年6月～7月
ˏȅ研究対ય
　Ａ大学でฏ成27年度にٸੑظ看護実習を終えた看護学
科3年生のうͪ*CUݟ学実習を行い同ҙが得られた学生の
*CUݟ学実習のレポート（以下、ݟ学実習レポート）とし
た。このݟ学実習レポートは、ݟ学実習における自ݾの学
びや課題をৼり返る記࿥であり、字数੍限はなくA4版1枚
程度で記載すること、実習ධՁのࢀ考にしていることを実
習オリΤンテーシϣンで学生に説明している。
ːȅ実ਠのٽ要
　Ａ大学では3年次後ظにٸੑظ看護実習として、外科ܥ
ප౩において3िؒの実習を実施する。外科的療法を受け
るױ者1名を受け࣋ͪ、臨床指ಋ者の指ಋのもと、प手術
ظにおける看護を実践する。50名の学生のうͪຖ年15名程
度の学生が、受け࣋ͪױ者の*CU入ࣨに൐い*CUで看護実
践を行ͬている。受け࣋ͪױ者の*CU入ࣨ時の看護記࿥は、
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日々の看護記࿥と同༷に、看護ա程にԊͬて記࿥している。
この実習とは別に、全ての学生が実習ظؒ内に*CUまたは
ߴ度ٹ໋ٹٸセンターのどͪらか1つの部門で1日のݟ学実
習を実施している。このݟ学実習はクリティカルظにある
ױ者・Ո଒の看護の実ࡍをݟ学し、同ظにあるױ者・Ո଒
のಛ௃と看護のॏ要ੑについて学Ϳことを目的としてい
る。ݟ学実習は受け࣋ͪױ者΁の看護援助に支োをきたさ
ない日程で調੔され、ଟくは受け࣋ͪ༧定ױ者の入院લも
しくはୀ院後にઃ定されている。
ˑȅデータ収集༷法
　学生が記載したݟ学実習レポートは実習終ྃ後に実習に
関する記࿥物と共に実習を担当した教員΁提出される。成
੷ධՁ、単位認定が終ྃしたのͪ、ݟ学実習レポート以外
の記࿥物は学生΁返٫され、ݟ学実習レポートは実習担当
の教員により保管される。成੷ධՁおよび単位認定が終ྃ
した後、研究ڠྗ依頼を実施した。研究ڠྗの同ҙが得ら
れた学生のݟ学実習レポートを実習担当の教員より回ऩ
し、ෳ写をおこなͬた。なお、ෳ写したݟ学実習レポート
には学੶番号、氏名を削除し個人がಛ定されないよう࿈結
Մೳಗ名Խを行ͬた。
˒ȅ分析༷法
　ݟ学実習レポートについて以下の手順で分ੳを行ͬた。
ᶃݟ学実習レポートをਫ਼ಡし、認஌領域の学び、ਫ਼ਆӡ動
領域の学び、情ҙ領域の学びに該当する文અまたは文຺を
ந出した。
ᶄ領域ຖにந出した文અまたは文຺を、ҙຯ内༰をଛなわ
ないように1次要໿、2次要໿を行ͬた。
ᶅ2次要໿は類ࣅੑに基づきサϒカテΰリー、カテΰリー
に集໿した。
˓ȅ分析の信頼性の確保
　分ੳのա程において、࣭的研究の経験が๛෋な研究者か
らスーύーόイζを受けることにより、分ੳ結果のଥ当ੑ、
৴頼ੑを確保するように౒めた。
˔ȅႃ理的配ၪ
　3年生の全ての実習が終ྃし、成੷が確定した後に対象
者となる学生が全員ଗͬている場で、研究の目的、方法、
プϥイόシーの保護、研究にڠྗしない場合であͬても成
੷ධՁ等にӨڹが生͡ないことについて文書および口頭で
説明し、同ҙ書の提出をもͬて同ҙを得たこととした。な
お、同ҙ書の提出後2ϲ月のؒは同ҙఫ回書をもͬてఫ回
が行えることを保証した。研究の実施にࡍしては、所属機
関の倫理委員会の審査を受け、ঝ認を得た。
ᶛȅࠫ　　　果
ˍȅ研究対યのٽ要
　対象は、*CUݟ学実習を行ͬた23名のうͪ同ҙが得られ
た21名のݟ学実習レポートであͬた。
ˎȅICUࡉ学実ਠにおける学生の学び
　分ੳの結果、認஌領域は4のカテΰリーが、情ҙ領域は7
のカテΰリーがந出された。ਫ਼ਆӡ動領域の学びはந出さ
れなかͬた。以下、認஌領域、情ҙ領域のカテΰリーにつ
いて示す。なお、本文中のサϒカテΰリーは「　」、カテ
ΰリーはʲ　ʳを用いて表現した。
ˍ）認౶領域
　認஌領域からは66の2次要໿がந出され、21のサϒカテ
ΰリー、4のカテΰリーに集໿された。カテΰリーおよび
サϒカテΰリーは表１に示した。
（1）ʲ 医療者ؒの࿈ܞに関する理ղʳは、「ܧଓ看護を行う
ためには、ප౩看護師との࿈ܞが大切であることを理ղ
した」「他৬種と࿈ܞし౷一した医療を提ڙするためには、
カンファレンスで情報共有する必要があると理ղした」な
ど7のサϒカテΰリーを含み、他৬種࿈ܞのॏ要ੑや࿈ܞ
方法についての理ղとして示された。
（2）ʲ 看護師に必要なೳྗ・໾ׂに関する理ղʳは、「判断
やਝ଎な対Ԡを行うためには、࣬ױや治療に関する஌識が
必要であると理ղした」「ױ者やՈ଒がٻめる医療を提ڙ
するためには、看護師が医師との調੔を担う໾ׂがあると
理ղした」など5のサϒカテΰリーを含み、*CUで働く看
護師に必要なೳྗや໾ׂに関する理ղとして示された。
（3）ʲ ױ者・Ո଒΁の看護援助に関する理ղʳは、「*CUの
؀ڥは身体的・ਫ਼ਆ的なストレスやෆ安がかかりやすいた
め、ױ者やՈ଒が安৺できるよう配慮する必要があると理
ղした」「໔Ӹྗが௿下しているױ者がଟいため、医療者
がײછݯとならないよう༧๷することが大切であると理ղ
した」など7のサϒカテΰリーを含み、*CUに入院するױ
者・Ո଒に対する必要な看護援助についての理ղとして示
された。
（4）ʲ 倫理的問題΁の理ղʳは、「ͤΜໝによる自ݾൈڈを
༧๷するため、*CUでは௟੩や཈੍を行わなければならな
いঢ়گがあることを理ղした」「཈੍は倫理的問題が生͡
るため、専門的なҙ識を࣋ͬて必要ੑを判断することが大
切であると理ղした」という2のサϒカテΰリーを含み、
௟੩や཈੍に対する倫理的課題についての理ղとして示さ
れた。
ˎ）情意領域
　情ҙ領域からは105の2次要໿がந出され、36のサϒカテ
ΰリー、7のカテΰリーに集໿された。カテΰリーおよび
サϒカテΰリーは表２に示した。
（1）ʲ 医療者ؒの࿈ܞに関する気づきʳは、「*CUでは臨床
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޻学技士というප౩ではみかけない৬種がৗறしているこ
とに気がついた」「ܧଓ看護においてප౩看護師との࿈ܞ
の大切さに気がついた」など6のサϒカテΰリーを含み、
他৬種ؒの࿈ܞやܧଓ看護における࿈ܞのॏ要ੑについて
の気づきとして示された。
（2）ʲ看護師に必要なೳྗ・໾ׂに関する気づき はʳ、「*CU
看護師は༷々な医療機ثを安全に࢖用できる必要があると
気がついた」「*CU看護師には࣬ױや治療についての๛෋
な஌識が必要であると気がついた」など7のサϒカテΰリ
ーを含み、*CUで働く看護師にٻめられる஌識やଶ度、ೳ
ྗについての気づきとして示された。
（3）ʲ ױ者・Ո଒のಛ௃に関する気づきʳは、「༷々な࣬ױ
のױ者がいることに気がついた」「Ո଒はシϣックやෆ安
を๊えていると気がついた」など、5のサϒカテΰリーを
含み、*CUに入院しているױ者の身体・৺理的ঢ়ଶやՈ଒
が๊くࢥいについての気づきとして示された。
（4）ʲ ױ者・Ո଒΁の看護援助に関する気づきʳは、「術後
ױ者のঢ়ଶを༧ଌした४උを੔える必要があると気がつい
た」「Ո଒のෆ安を؇和するようなਫ਼ਆ的援助がॏ要であ
ると気がついた」など10のサϒカテΰリーを含み、ॏ症Խ
したױ者や術後のױ者およびՈ଒΁の看護援助についての
気づきとして示された。
（5）ʲ 看護師としてのࡏり方に関する気づきʳは、「一人の
人としてଚॏして関わることはどこのප౩でも変わらない
と気がついた」「*CUのױ者に対しても安全・安ָ・自立
という看護の基本は同͡であることに気がついた」など4
のサϒカテΰリーを含み、*CUݟ学実習を௨して得られた、
看護師として大切にしなければならないことや看護の原則
についての気づきとして示された。
（6）ʲ 倫理的問題΁の気づきʳは、「*CUでは௟੩ࡎの࢖用
や཈੍を行うことはやむを得ないと気がついた」「*CUに
は自཯と安全という倫理的課題がଘࡏすると気がついた」
という2のサϒカテΰリーを含み、*CUで行われている௟
੩や཈੍に対する学生の׉藤が示された。
（7）ʲ ප౩؀ڥに関する気づきʳは、「*CUはױ者のঢ়ଶ変
Խにいͪૣく気づくことができる؀ڥとなͬていることに
気がついた」「*CUにはٸ変時に対Ԡできるようなༀࡎや
医療機ثが४උされていることに気がついた」の2のサϒ
カテΰリーを含み、ಛघなප౩؀ڥについての気づきとし
て示された。
ນˍȅICUࡉ学実ਠにおける学生の認౶領域の学び
΃ΞΌςȜ ΍ή΃ΞΌςȜ
医療者ؒの࿈ܞ
に関する理ղ
ܧଓ看護を行うためには、ප౩看護師との࿈ܞが大切であることを理ղした
術後のέアを行うためには、手術部看護師との࿈ܞが大切であると理ղした
ױ者の安全・安ָをकるためには、看護師ؒのڠྗが必要であると理ղした
ױ者のঢ়ଶ変Խやۓٸ時にඋえるため、看護師体੍を੔えていることを理ղした
安全・安ָで࣭のߴい医療を提ڙするためには、他৬種と࿈ܞが必要であると理ղした
他৬種と࿈ܞし౷一した医療を提ڙするためには、カンファレンスで情報共有する必要があ
ると理ղした
看護師ؒでױ者のঢ়ଶや援助の方向ੑを共有するためには、カンファレンスや記࿥が必要で
あると理ղした
看護師に必要なೳྗ・
໾ׂに関する理ղ
ױ者のঢ়ଶを༧ଌしҟৗのૣظ発ݟを行うためには、෯広い஌識が必要であると理ղした
判断やਝ଎な対Ԡを行うためには、࣬ױや治療に関する஌識が必要であると理ղした
ױ者のঢ়ଶに合わͤたέアを行うためには、෯広い஌識と看護技術が必要であると理ղした
ױ者のҟৗを発ݟしたࡍに適切な援助を行うためには、判断ྗが必要であると理ղした
ױ者やՈ଒がٻめる医療を提ڙするためには、看護師が医師との調੔を担う໾ׂがあると理
ղした
ױ者・Ո଒΁の看護援助
に関する理ղ
*CUの؀ڥは身体的・ਫ਼ਆ的なストレスやෆ安がかかりやすいため、ױ者やՈ଒が安৺できる
よう配慮する必要があると理ղした
ױ者やՈ଒のෆ安や動༳が大きいため、説明や৺理的援助を行う必要があると理ղした
ױ者にとͬてՈ଒のଘࡏは安৺ײやҟৗのૣظ発ݟにつがなるため、Ո଒からの情報も必要
であると理ղした
体ॏଌ定はױ者の॥؀・ݺٵにӨڹを及΅すため、໋にかかわるέアであると理ղした
໔Ӹྗが௿下しているױ者がଟいため、医療者がײછݯとならないよう༧๷することが大切
であると理ղした
自ྗで体位ަ換がࠔ೉なױ者がଟいため、᧘ᚃを༧๷することが大切であると理ղした
ͤΜໝはױ者のストレスや全身ঢ়ଶのѱԽを生͡さͤるため、༧๷することが大切であると
理ղした
倫理的問題΁の理ղ ͤΜໝによる自ݾൈڈを༧๷するため、*CUでは௟੩や཈੍を行わなければならないঢ়گがあ
ることを理ղした
཈੍は倫理的問題が生͡るため、専門的なҙ識を࣋ͬて必要ੑを判断することが大切である
と理ղした
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ᶜȅࣉ　　　ख़
　*CUݟ学実習における学生の学びを認஌領域、ਫ਼ਆӡ動
領域、情ҙ領域について考察し、その後にٸੑظ看護実習
における*CUݟ学実習の現ঢ়と課題について述΂る。
ˍȅICUࡉ学実ਠにおける学生の学び 
ˍ）認౶領域
　認஌領域とは஌的活動に関わる教ҭ目ඪをѻう領域７）で
あり、本研究では、実習において得られた஌識のҙຯにつ
いて個々の学生がղऍしていたことが明らかになͬた。
　ʲ 医療者ؒの࿈ܞに関する理ղʳでは、ܧଓ看護の必要
ੑやױ者の安全・安ָをकること、࣭のߴい医療を提ڙす
るॏ要ੑについての理ղが明らかになͬた。さらに、他৬
種ؒの࿈ܞには、カンファレンスによる情報提ڙや記࿥に
࢒すことの必要ੑが示されていた。これは、*CUでのカン
ファレンスにࢀ加したことや*CUで活動する৬種のଟさに
気がついたことで、医療者ؒの情報共有の実ࡍを஌り、そ
の目的を考える機会となͬたと考えられる。ʲ ױ者・Ո଒
΁の看護援助に関する理ղʳでは、生໋のة機ঢ়ଶにある
ױ者のঢ়ଶに加えて、オープンスペースで医療機ثに囲ま
れている؀ڥがもたらすෆ安やڪාを関࿈づけて看護援助
を理ղすることができていたとਪ察される。ʲ 看護師に必
要なೳྗ・໾ׂに関する理ղʳでは、෯広い஌識や技術、
判断ྗや医師との調੔ྗが必要であることが示された。஑
松８）はクリティカルέア看護に必要なೳྗとして、ঢ়ଶを
ນˎȅICUࡉ学実ਠにおける学生の情意領域の学び
΃ΞΌςȜ ΍ή΃ΞΌςȜ
医療৬ؒの࿈ܞ
に関する気づき
他৬種が࿈ܞして安全な医療が提ڙされていることに気がついた
*CUでは臨床޻学技士というප౩ではみかけない৬種がৗறしていることに気がついた
*CUでは他৬種との࿈ܞがॏ要であると気がついた
ܧଓ看護においてප౩看護師との࿈ܞの大切さに気がついた
*CUの医師ͩけでなく各診療科の医師との࿈ܞが必要であると気がついた
看護師ؒで情報共有がなされ、ڠྗする体੍がとられていることに気がついた
看護師に必要なೳྗ・
໾ׂに関する気づき
*CU看護師は༷々な医療機ثを安全に࢖用できる必要があると気がついた
*CU看護師は専門৬としてのҙ識を࣋ͬて学習しଓけていることに気がついた
*CU看護師には࣬ױや治療についての๛෋な஌識が必要であると気がついた
*CU看護師にはༀࡎについての஌識が必要であると気がついた
*CU看護師にはঢ়گを༧ଌし判断するྗが必要であると気がついた
*CU看護師には臨機Ԡ変に対Ԡできるྫྷ੩さが必要であると気がついた
*CUのリーμー看護師には情報を共有し管理するೳྗがٻめられると気がついた
ױ者・Ո଒のಛ௃
に関する気づき
ױ者はॏ症でٸ変しやすいと気がついた
༷々な࣬ױのױ者がいることに気がついた
*CUには௟੩ࡎを投与しているױ者がଟいことに気がついた
ױ者はෆ安やストレスを受けやすいと気がついた
Ո଒はシϣックやෆ安を๊えていると気がついた
ױ者・Ո଒΁の看護援助
に関する気づき
ৗに全身ঢ়ଶの؍察を行ͬていることに気がついた
*CUはۓுײを࣋ͪながらέアを行わなければならないと気がついた
*CUではଟくのέアがࡉやかに行われていることに気がついた
術後ױ者のঢ়ଶを༧ଌした४උを੔える必要があると気がついた
ױ者のෆ安やۤ௧をܰݮするようなέアを行う必要があると気がついた
ױ者の全体をଊえଈ࠲に༏先順位を立ててέアを行ͬていることに気がついた
情報ऩ集を基にױ者のঢ়ଶを༧ଌして؍察を行ͬていることに気がついた
アセスメントを行い個別ੑのあるܭըを立てていることに気がついた
ҙ識のあるױ者に対してはՈ଒のڠྗを得ることも大切であると気がついた
Ո଒のෆ安を؇和するようなਫ਼ਆ的援助がॏ要であると気がついた
看護師としてのࡏり方
に関する気づき
一人の人としてଚॏして関わることはどこのප౩でも変わらないと気がついた
*CUのױ者に対しても安全・安ָ・自立という看護の基本は同͡であることに気がついた
ҙࢥૄ௨がࠔ೉なױ者に対してもଚॏした関わりを行うことが大切であることに気がついた
どのようなॲஔであͬてもױ者やՈ଒がೲ得することがॏ要であると気がついた
倫理的問題΁の気づき *CUでは௟੩ࡎの࢖用や཈੍を行うことはやむを得ないと気がついた
*CUには自཯と安全という倫理的課題がଘࡏすると気がついた
ප౩؀ڥに関する気づき *CUはױ者のঢ়ଶ変Խにいͪૣく気づくことができる؀ڥとなͬていることに気がついた
*CUにはٸ変時に対Ԡできるようなༀࡎや医療機ثが४උされていることに気がついた
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大௩஌子、຀野夏子、৓ؙਸ਼ܙ、஥田み͗わ、澄川真च子
೺Ѳするೳྗ、ۓٸ時の臨床判断ೳྗがあると報告してお
り、学生は*CUݟ学実習を௨して臨床指ಋ者からこれらの
ೳྗをײ͡औͬていたと考えられる。ʲ 倫理的問題΁の理
ղʳでは、学生は௟੩や཈੍されているױ者に対し、ױ者
の安全をकるという倫理的課題に௚໘していたことが明ら
かになͬた。このような体験を௨してٸੑظにあるߴ次医
療を必要とする対象にಛ௃的な倫理的課題について理ղを
ਂめていたことが示ࠦされた。学生の倫理؍はߨٛにおい
て関৺をਂめ、自ݾの体験によͬて倫理的判断を発లさͤ
る９）ように、本研究でも実習による自ݾの体験をレポート
に記載するա程を௨して倫理的判断が発లするՄೳੑがݟ
出された。
　以上より、学生の認஌領域の学習成果は、実習後にレポ
ートとして実習体験をৼり返り、学びをৄࡉに記述するこ
とで、実習で得られた஌識や現象をҙຯづけしղऍしてい
ることが示ࠦされた。しかし、ط習したクリティカルظに
あるױ者やՈ଒・それらをऔり巻く医療者との関࿈の記載
はे分ではないことから、ط஌との関࿈や現象との関࿈に
基づいて学生の理ղをਂめることは今後の課題であると考
える。
ˎ）精神運動領域
　ਫ਼ਆӡ動領域とは、༷々な技術をల開するときに必要と
なるೳྗや技ೳに関わる教ҭ目ඪをѻう領域10）である。本
研究では、このਫ਼ਆӡ動領域の学びはந出されなかͬた。
これは、*CUݟ学実習の目的がクリティカルظにあるױ者
やՈ଒΁の看護をݟ学することであるため、学生が௚઀的
な看護実践を行ͬていないことがഎܠにあると考えられ
る。
ˏ）情意領域
　情ҙ領域とは、Ձ஋、ଶ度、৴೦の発ୡに関わる教ҭ目
ඪをѻう領域７）であり、本研究では以下のように看護に関
する༷々な現象に対して気づいたことが明らかになͬた。
　ʲ 医療৬ؒの࿈ܞに関する気づきʳでは、*CU専従の医
師と診療科の医師との࿈ܞの必要ੑやܧଓ看護における看
護師ؒの࿈ܞのॏ要ੑに気づくことが示された。ʲ ױ者・
Ո଒のಛ௃に関する気づきʳʲ ප౩؀ڥに関する気づきʳ
では、ٸ変したױ者や手術後に*CU΁入ࣨし集中的な治療
を受けるױ者の身体・৺理的なಛ௃に気がつくことが示さ
れ、この気づきから、ʲ 看護師に必要なೳྗ・໾ׂに関す
る気づきʳʲ ױ者・Ո଒΁の看護援助に関する気づきʳと
いう、看護師として必要な判断ྗや看護援助の必要ੑに気
づいたと考えられる。さらに、ʲ 倫理的問題΁の気づきʳ
では、ױ者に対する௟੩や཈੍΁の׉藤を๊き、ʲ 看護師
としてのࡏり方に関する気づきʳでは、看護の基本となる
安全・安ָ・自立の考慮や、人としてଚॏした関わりがٻ
められる看護者としてのଶ度΁の気づきが明らかになͬ
た。学生は実習を௨してױ者・Ո଒のՁ஋؍やχーζのଚ
ॏ、ױ者の自ଚ৺のଚॏという看護者としてのࡏり方を考
えていく11）。本研究において、*CUという医療が༏位とな
る؀ڥであͬても学生は、ݟ学実習を௨して看護師として
のࡏり方や看護؍をഓͬていくことがݟ出された。
　以上のように学生は、ױ者や*CUの؀ڥ、さま͟まな現
象や問題をײ͡とるײ受ੑを示し、ײ͡たことをҙ識して
看護に関する気づきに変えていることから、この学習は情
ҙ領域の発ୡをଅすՄೳੑがあると考える。学生は、実習
において看護師の言動がܖ機となͬて、相手をଚॏするこ
とや専門৬としての࢟੎など情ҙ領域の中の「Ձ஋づけ」
から「Ձ஋の組৫Խ」のա程までܗ成していく12）。今後は、
現象に対する学生の気づきをさらにਂめられるような方略
を検౼していく必要がある。
ˎȅ急性期看護実ਠにおけるICUࡉ学実ਠの現ેとه題
　本研究により、学生は*CUݟ学実習により認஌領域、情
ҙ領域の学習成果を得て、実習目ඪのٸੑظにあるױ者・
Ո଒のಛ௃と看護のॏ要ੑについて学Μでいたことが明ら
かになͬた。ࣉౡ13）は、ٸੑظ看護のಠ自ੑを、生໋のة
機からの回෮ա程やඇ日ৗ的な物的・人的؀ڥ下でのಛघ
ੑの中で、対象の生໋ྗを実ଶ・認識・ࣾ会関係のॾଆ໘
からઈえͣ؍察し支え、対象の࣋てるྗを最大限に働かͤ
ると報告している。本研究において学生は、පଶの変Խが
著しくৗに生໋のة機に௚結するةݥੑをはらΜでいるױ
者のಛ௃やଟ種ଟ༷な医療機ثがઃஔされ、༷々な医療者
が関わͬているෳ雑な؀ڥの中で、看護師に必要な஌識や
ଶ度、必要な看護援助について学習することができていた。
このことから、1日のݟ学実習であͬてもٸੑظ看護のಠ
自ੑをଊえることが出དྷるՄೳੑが示ࠦされた。*CUݟ学
実習の学びとして*CUの؀ڥや看護の໾ׂ、ױ者のಛੑに
ついては報告５）14）されているが、本研究では、手術後のܧ
ଓ看護のॏ要ੑなどにも学びを広͛ることができており、
ٸੑظ看護実習における*CUݟ学実習はप手術ظ看護の理
ղにもܨがることが示ࠦされた。しかし、現ࡏの実習ܗଶ
を要Ҽとしてਫ਼ਆӡ動領域の学びはݟ出されなかͬた。今
後は*CUでのਫ਼ਆӡ動領域の学習の必要ੑの有ແも含めて
ԋ習・実習内༰の検౼を課題としたい。
ᶝȅお わ り に
　学生の*CUݟ学実習の学びを教ҭ目ඪ分類学による学習
成果のධՁのࢹ఺で分ੳしたことで、認஌領域、情ҙ領域
のそれͧれの学びが明らかになるͩけでなく、認஌領域の
学びと情ҙ領域の学びのࢹ఺の共௨ੑがݟ出された。学生
は看護の現象を気づきとしてײ͡とり、レポートとしてࢥ
考の੔理を行うことで、その現象をҙຯづけることにܨが
ͬたと考える。一方で、情ҙ領域のಛ௃的な学びとしてʲ 看
護師としてのࡏり方に関する気づき がʳ示された。これは、
ة機的ঢ়گの対象を看護するという場໘において、改めて
看護師としてのࡏり方がුきூりとなͬたՄೳੑがある。
成人看護実習においてߴ次医療を学Ϳ機会として*CUݟ学
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実習をઃ定することは、看護の現象を௚にଊえる機会とな
る。しかし、本学では*CUまたはߴ度ٹ໋ٹٸセンターの
どͪらか一方の実習としていることから、ٸੑظ看護のಛ
௃や学びは*CUとߴ度ٹ໋ٹٸセンターではҟなͬている
ことがਪ察される。今後は、ߴ度ٹ໋ٹٸセンターでの学
生の学びを明らかにし、看護実践ೳྗҭ成のためのٸੑظ
看護実習のࡏり方を検౼していく必要がある。
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